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看護部だより看護部だより

インターンシップ（職場体験）を実施して

　６月から２ヶ月間、鹿児島県主催のがん看護研修を受講しました。講義では、各診療科における

がんの発生機序や治療方法、がん化学療法，緩和ケアやがん患者の心理過程とその支援，意志決定

やインフォームドコンセントにおける看護師の役割、疼痛マネジメントについて学びました。癌

性疼痛は、トータルペインとして捉え、疼痛をきちんと評価し対応することで、９割は抑えること

ができると言われています。患者さんの疼痛をどれだけ痛いのかではなく、なぜ痛むのか、痛みの

中にはどんな問題があるのかをきちんと評価することで、私たち看護者が援助できることがかわ

ってきます。

研修を終えて１ヶ月が経ちましたが、現在、私は病棟内のがん患者さんを定期的にラウンドし、少

しでも思いを表出していただけるよう関わりを持つようにしています。また、オピオイド導入さ

れている患者さんの疼痛評価やケアの内容を病棟スタッフと一緒にカンファレンスしています。

今後は病棟スタッフ等向けに、化学療法や疼痛マネジメントについて勉強会を企画中です。今回

の学びを病棟スタッフへ伝え、がん患者さんのケアに活かせるよう活動していきたいと思います。

鹿児島県がん看護における質の高い
     看護師育成事業実務研修に参加して

８月18～19日の２日間、来春卒業予定の看護学生９名が参加してインター

ンシップを実施しました。今まで施設見学として８月に実施していました

が、病棟での看護を実際に体験したいとの要望があり、今年度から行ったも

のです。

1日目には、看護部長から病院の概要や勤務体制、教育体制や看護界のトピ

ックスなどの講和、各師長による部署紹介、参加学生の看護学校出

身の先輩看護師との交流会を行い、2日目に、学生の希望部署で実際に看護体験をしてもらいました。病棟での看

護体験を行ったのは５名の学生でしたが、職員の雰囲気や看護への取り組みが感じられよかったとの意見

が多く聞かれました。

アンケートにもたくさんの意見が書かれていましたので、一部をご紹介します。

*職員の方々が皆さんとても仲が良く，協力しながら働かれている体制にとても好感を持ちました。

*看護師さんの患者に対する対応がとても温かく，優しく，私たちにも親切に接してくださり，

 とてもいい印象を受けました。

*急性期だと少し身構えてしまっていた部分もありましたが，周囲のサポートもしっかりして

いて，優しく指導してくださることもあり，安心して働ける病院だと思いました。

また、"就職を決める際に何を重視するか"という質問には、67％の学生が、「給与・ボーナス」「人

間関係」「親元に近い」を選択し、さらに「研修・教育体制」については全員が重視していると回答

しています。インターンシップに参加した理由にも、「新人看護師研修が充実していると聞いたか

ら」と書かれています。ローテーションによる研修を始めて３年目になりますが、看護学生からは魅

力的な取組みとなっています。

　インターシップに参加した５名の学生が8月22日の採用試験を受験してくれました。来年４月入職する看護師

から“この病院に就職してよかった！”と思ってもらえるように研修内容をさらに充実させていきたいですね。（山口）

３階東病棟：福永　香
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絵でみるターミナルケア
人生の最期を生き抜く人へのかぎりない援助
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鹿児島県看護協会　認定看護管理者制度教育

＊ファーストレベル教育　

   8/28～ 9/11、10/19～ 10/30　 濱田知美師長

＊セカンドレベル教育　　

   9/15～ 12/11（34日間）　 長井砂都美師長

＊感染管理（認定看護師教育課程）

北里大学看護キャリア開発・研究センター　

   10/1～ 3/31　　　  中野智子師長

　8月の衆議院選挙では民主党が圧勝し、鳩山首相のもと社民、国民新の

三党による連立政権が発足しました。

医療や看護を巡る施策はどのようになるのかまだ見えてきません。来年は

診療報酬の改定があり、新人看護師研修に取り組んでいる病院には上乗せ

される方向で検討されていたのですが…実現するのか？7対1入院基本料

もこのまま継続されるのか？病院の経営に大きく関与することですので、

皆さんも政治に関心を持ってニュース等ご覧ください！

サービス向上委員会の活動について9/22～ 23に福岡で開

催された「日本医療マジメント学会第8回九州・山口連合

学会」で発表しました！

テーマ

「サービス向上委員会活動～外来患者満足度向上の要因～」

          中村晋輔・久留須加寿美 ほか

平成21年11月14日（土） 14：00～16：00　会議室

         ※原稿締切りは10月14日です。

各部署でよりよい看護を目指して取り組んできた研究

内容を発表する機会です。できるだけ参加しましょう！

　我が家には60センチ水槽が数個、1つはカブト虫専用、1つは

クワガタ専用（これらは脱走するので外で飼育、それぞれ何匹

いるか不明、クワガタは寒い冬も冬眠し生き続けています）、　

１つはグッピー・金魚専用（グッピーは次々に増えたり減った

り忙しいが何十匹もうまれ、金魚はサクラコメットからでめき

んと多種。夫の気分によって出入りが激しく友人の家や実家に

いったり、庭に行ったり・・・。時には水槽が金魚バチになった

り、土が砂や砂利、時にはビー玉へ変わったり忙しい）１つは熱

帯魚専用、ここにはテトラ（ネオン、カージナル、ブラック、ブル

ー、ゴールデンなど7種類位）、巨大化したプレコ2匹、ヤマトヌ

マエビ数匹、コリドラス（パンダ、ジュリー、アオなど数種類）、

タニシやクリーローチ（うちの子供達はアナコンダと呼んでい

る）など総数50匹以上（結構きれいでもあるが・・・）小さい虫か

ごには、おかやどかり数匹（海水くさい・・・）もう一つにはちょ

っと大きいミヤマクワガタ1匹（これはカッコイイ）

そしてそして、庭には石坪に金魚数匹、立派な水草つき、大きい

鉢にザリガニ数匹、そして1年越しのミドリガメ1匹・・・いった

い全部で何匹いるの？？それもわからず

夫と子供達が大事に育てています。

(ここだけの話、某ショップのカブト虫

と某ショップのザリガニは・・・)

研修がんばってください！

３階西病棟：田口弥生さん

うちのペットはいったい何匹？？？

編集後記

学会発表

看護研究発表会のお知らせ

プレコです




